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商
・
髙
橋
裕
教
授
が

Ｊ
Ｓ
Ｄ
優
秀
発
表
賞

　
商
学
部
・
髙
橋
裕
教
授

写
真

（
専
門
は
ビ
ジ
ネ
ス

・
政
策
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
が
日
本
シ
ス
テ
ム

・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
学
会
（
Ｊ

Ｓ
Ｄ
）
主
催
の
Ｊ
Ｓ
Ｄ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
９
で
、

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

　
発
表
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｓ
Ｄ

モ
デ
ル
に
お
け
る
適
切
な
時

間
の
単
位
に
関
す
る
一
考

察
」
。
時
間
と
共
に
変
化
す

る
企
業
活
動
と
ア
ウ
ト
カ
ム

を
研
究
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
（
Ｓ

Ｄ
）
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
、
モ
デ
リ
ン
グ
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
時
間

の
単
位
の
設
定
に
つ
い
て
考

察
し
た
。

　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
６
月

15
日
、
本
学
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

研究
種目

氏 名 所 属 職 名 研 究 課 題 名

基
盤
研
究
Ｂ

土 屋 昌 明 経済学部 教授
道教の洞天思想における聖地と巡礼の調査研

究およびその東アジア思想文化史への影響

中 原 孝 信 商 学 部 准教授
味の知覚に対する相互作用のモデル化と感性

を考慮した推薦システムの構築

金 井 雅 之 人間科学部 教授
アジア型ウェルビーイングの社会的メカニズ

ムを解明する国際共同研究

基
盤
研
究
Ｃ

小 林 昭 裕 経済学部 教授
明治・大正期、北海道の都市公園の開設・改修、

公園設計に対する社会文化史的考察

妹 尾 哲 志 法 学 部 教授
シュミット政権期の独米関係に関する総合的

研究

大西楠・テア 法 学 部 准教授
外国人労働力受け入れの法理論－社会統合法

制を中心として

間 嶋　 崇 経営学部 教授
過剰な情報セキュリティ対策が生じるメカニ

ズムの組織論的探究

櫻 井 文 子 経営学部 准教授
在外ドイツ系知識人と公共圏の科学―明治期

東京における東洋文化研究協会を例に

奥 瀬 喜 之 商 学 部 教授
視線動向データを踏まえた消費者の価格知覚

に関する研究

鹿 住 倫 世 商 学 部 教授
女性の起業におけるやり甲斐、生き甲斐、働き

甲斐と政策的支援のあり方に関する研究

西 居　 豪 商 学 部 教授
戦略的業績評価システムにおける因果的な指

標間関係の複雑さに関する研究

植 村 八 潮 文 学 部 教授
学校図書館を中心とした雑誌利活用教育の実

態・可能性に関する実証的研究

末 廣　 幹 文 学 部 教授
近代イギリスのコメディ・オヴ・マナーズの発

展と都市空間の変貌の相関関係の研究

中垣恒太郎 文 学 部 教授
「放浪者」像の比較文学―「アメリカ」的物語の

文化政治学

安 藤　 映
ネットワーク
情 報 学 部

准教授
高次元多面体体積の効率的計算可能性を幾何

双対性から検討する

小田切健太
ネットワーク
情 報 学 部

准教授
リアルタイムイメージングから構築するがん

細胞動態の高精度予測モデル

大久保街亜 人間科学部 教授 裏切りの隠蔽と検出における無意識的過程

小 杉 考 司 人間科学部 教授
ベイズ推論と情報圧縮から広がる認知モデル

の展開

広 瀬 裕 子 人間科学部 教授
自律的教育経営を下支えする教育困難ケース

支援に関する教育行政学的研究

若
手
研
究

鈴 木 将 覚 経済学部 教授 法人税の課税ベースに関する研究

柏 木　 悠 商 学 部 講師
歩行パラメーターと足底圧分布データの無次

元量による標準歩行評価システムの開発

孫　 維 維 商 学 部 助教
中国におけるビジネスエコシステムの形成と

消費者行動分析―小売業実証分析を中心に

土 屋 翔 一
ネットワーク
情 報 学 部

准教授 fullerene graphについての研究

石 川 健 太 人間科学部
非常勤
講師

社交不安における感情隠蔽：偽りの表情と向
社会的な評価との関連

　2019年度の科学研究費助成事業（科研費）に新規

採択された専修大学の研究は基盤研究Ｂ・Ｃ、若手

研究の計24件。

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
管
理
会
計
で
の
可
能
性

と
限
界
を
見
る
こ
と
が
今
回
の
研
究
で
す
。
財
務

会
計
で
は
Ａ
Ｉ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
管
理

会
計
で
は
ま
だ
研
究
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
財
務
会
計
と
は
、
決
算
な
ど
い
わ
ば

過
去
の
成
績
表
。
対
し
て
管
理
会
計
は
戦
略
を
立

て
実
行
す
る
、
将
来
志
向
の
も
の
で
す
。
将
棋
や

囲
碁
で
の
〝
活
躍
〞
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ａ

Ｉ
は
「
次
の
最
良
の
一
手
」
を
導
き
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
管
理
会
計
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
管
理
会
計
に
は
企
業
理
念
や
経
営
哲
学
な
ど
が

作
用
し
ま
す
。そ
の
た
め
科
研
申
請
当
初
は
、Ａ
Ｉ

の
適
用
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
速
く
、１
年
間
研
究

を
進
め
る
う
ち
に
、
条
件
を
つ
け
れ
ば
可
能
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

迅
速
な
未
来
予
測
が
可
能
に
な
り
、
効
果
的
な
手

を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
、な
ぜ
そ
う
な
の

か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
不
明
な
た
め
、
最
終
的
に

は
人
間
の
意
思
決
定
を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
取
ら
れ
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
が
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
仕
事
が
効
率

化
さ
れ
、
も
っ
と
自
由
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
。
人
間
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
か

ら
。
Ａ
Ｉ
を
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
使
っ
て

い
け
る
可
能
性
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、実
験
機
を
完
成
さ
せ
、ま
ず
は
日
商
簿
記

の
意
思
決
定
問
題
を
解
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

の
後
企
業
で
実
証
研
究
を
行
う
計
画
で
す
。
大
学

で
情
報
を
研
究
し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
Ａ
Ｉ

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
並
行
し
て
「
金
融
機
関
の
管
理
会
計
」や
「
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」（
一
定
期
間
内
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
無
制
限
モ
デ
ル
）
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
で
は
サ
ブ
ス
ク
や
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ（
グ
ー
グ

ル
、
ア
マ
ゾ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
ッ
プ
ル
）

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
に
、
学
生
が
興
味
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ＡＩが導く管理会計の「次の一手」

谷
守
　
正
行

商
学
部
准
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
た
に
も
り
・
ま
さ
ゆ
き
）
九
州
大
学
工
学
部
卒
。

本
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
経
営
学
）。大
手
銀
行
で
管
理
会
計
を
担
当
。

著
書
に『
地
域
金
融
機
関
の
経
営
・
収
益
管
理
』
な
ど
。

19年度科研費 新規採択一覧

　
軍
隊
を
持
た
ず
非
武
装
・

中
立
を
貫
い
て
き
た
中
米
コ

ス
タ
リ
カ
の
歩
み
を
テ
ー
マ

に
、
人
文
科
学
研
究
所
の
第

１
回
公
開
講
演
会
が
、
６
月

１
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
市
民
ら
約
70
人

が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン

大
学
教
授
で
社
会
学
者
の
マ

イ
ケ
ル
・
ド

レ
イ
リ
ン
グ

（Michael 

Dreiling

）

氏
。
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー

映
画
『
コ
ス

タ
リ
カ
の
奇

跡
〜
積
極
的

平
和
国
家
の

つ
く
り
方
』

（
米
国
・
コ

ス
タ
リ
カ
合

作
、
２
０
１

６
年
）
の
共

同
監
督
で
、

本
学
の
中
村
友
保
名
誉
教
授

と
親
交
が
あ
り
、
講
演
が
実

現
し
た
。

　
講
演
会
で
参
加
者
は
同
映

画
の
短
縮
版
（
57
分
）
を
鑑

賞
し
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
１

９
４
８
年
、
軍
隊
を
廃
止
し

て
軍
事
予
算
を
ゼ
ロ
に
し
、

教
育
と
医
療
を
無
償
に
し
、

環
境
保
全
に
力
を
入
れ
る
福

祉
国
家
を
実
現
さ
せ
た
。

　
紛
争
の
絶
え
な
い
中
米

で
、
米
国
か
ら
基
地
を
造
る

こ
と
を
迫
ら
れ
、
隣
国
の
侵

攻
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る

が
、
国
際
的
な
連
帯
や
国
際

法
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と

で
危
機
を
乗
り
越
え
て
き

た
。
映
画
は
歴
史
的
映
像
を

織
り
込
み
、
元
大
統
領
や
学

者
、
市
民
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
コ
ス
タ
リ
カ

の
70
年
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
上
映
後
、
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
た
。
ド
レ
イ
リ
ン
グ

氏
は
「
コ
ス
タ
リ
カ
は
軍
隊

が
な
く
て
も
人
々
は
平
和
で

安
定
し
た
暮
ら
し
を
送
っ
て

い
る
。
国
が
小
さ
い
か
ら
そ

れ
が
可
能
だ
と
は
決
し
て
い

え
な
い
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
日
本
に
つ
い
て

「
戦
後
大
き
な
経
済
成
長
を

遂
げ
、
教
育
水
準
の
高
さ
や

持
続
可
能
な
社
会
環
境
の
構

築
、
先
端
技
術
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
世
界
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
的

な
場
所
で
平
和
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
そ

の
姿
勢
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
第
２
回

公
開
講
演
会
は
、
古
代
の
祭さ

い

17し

・
宗
教
史
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
っ
た
故
矢
野
建
一
氏

（
前
専
修
大
学
長
・
元
文
学

部
教
授
）
の
研
究
業
績
を
振

り
返
っ
た
。
６
月
15
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
矢
野
氏
と
深
く
関
わ
っ

て
い
た
日
本
古
代
史
研
究
家

３

氏

が

登

壇
。
矢
野
氏

の
研
究
へ
の

姿
勢
や
論
文

の
特
徴
を
語

り
、
約
１
０

０
人
が
熱
心

に
耳
を
傾
け

た
。
冒
頭
、

佐
々
木
重
人

学
長
が
あ
い

さ
つ
を
行
っ

た
。

　
矢
野
氏
は

専
門
分
野
に
対
す
る
視
野
が

広
く
、
古
代
地
域
史
・
仏
教

史
・
民
衆
史
、
さ
ら
に
は
古

代
東
ア
ジ
ア
史
も
領
域
に
入

れ
た
。
２
０
０
４
年
、「
日

本
」
国
号
を
刻
ん
だ
遣
唐
留

学
生
・
井せ

い

真し
ん

成せ
い

の
墓
誌
を
中

国
で
最
初
に
発
見
し
た
ひ
と

り
で
も
あ
っ
た
。

16
年
４
月
に
急
逝
。
昨
年

11
月
に
、
遺
稿
論
文
集
『
日

本
古
代
の
宗
教
と
社
会
』
が

ゆ
か
り
の
人
々
の
手
で
刊
行

さ
れ
、
改
め
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　
矢
野
氏
と
30
年
来
の
交
流

が
あ
っ
た
荒
木
敏
夫
名
誉
教

授
は
「
彼
の
研
究
は
綿
密
な

実
証
に
基
づ
い
て
い
た
。
着

想
が
豊
か
で
、
古
代
の
祭
17

・
宗
教
を
社
会
全
体
の
動
き

の
中
で
捉
え
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
に
独
自
性
が
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
次
に
西
宮
秀
紀
氏
（
愛
知

教
育
大
学
名
誉
教
授
）
が
律

令
国
家
祭
17
研
究
に
つ
い

て
、
続
い
て
矢
野
氏
か
ら
指

導
を
受
け
て
き
た
田
中
禎
昭

文
学
部
准
教
授
が
古
代
村
落

史
研
究
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
田
中
准
教
授
は
「
矢
野

氏
の
研
究
は
豊
か
な
構
想
力

で
多
面
的
に
論
理
を
展
開
し

て
い
る
。
研
究
の
『
総
論
』

に
至
る
前
に
急
逝
さ
れ
た
こ

と
が
惜
し
ま
れ
る
」
と
結
ん

だ
。

　
法
学
部
が
開
講
す
る
「
１

４
０
回
連
続
講
演
会
」
が
１

３
５
回
目
を
迎
え
た
。
今
回

は
毎
日
新
聞
社
の
瀬
尾
忠
義

氏
（
平
３
法
）
が
７
月
２

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
震
災
と
報
道
機
関
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
東
日
本
大

震
災
（
２
０
１
１
年
）
の
取

材
を
通
し
て
報
道
の
役
割
と

課
題
を
語
っ
た

写
真
。

　
瀬
尾
氏
は
仙
台
支
局
次
長

と
し
て
、
宮
城
県
内
の
被
災

地
取
材
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た

っ
た
。
報
道
に
際
し
て
悩
み

も
多
く
、
そ
の
一
つ
と
し
て

一
枚
の
写
真
を
め
ぐ
る
「
議

論
」
を
明
か
し
た
。
４
階
建

て
ほ
ど
の
ビ
ル
に
津
波
が
押

し
寄
せ
た
瞬
間
を
撮
影
し
た

も
の
。
屋
上
で
十
数
人
が
鉄

柵
に
し
が
み
つ
き
、
あ
る
い

は
互
い
に
肩
を
組
ん
で
流
さ

れ
な
い
よ
う
踏
ん
張
っ
て
い

る
生
々
し
い
写
真
だ
っ
た
。

　
瀬
尾
氏
は
「
懸
命
に
生
き

よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
を

写
し
、
津
波
の
高
さ
を
知
る

貴
重
な
写
真
で
も
あ
る
。
イ

ン
パ
ク
ト
も
あ
っ
た
が
、
被

災
地
の
人
々
は
写
真
を
見
て

ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
」
と
指

摘
。
社
内
の
議
論
を
経
て
写

真
は
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
新
聞
離
れ
が
進
む
中
、
瀬

尾
氏
は
「
新
聞
報
道
は
話
題

に
な
れ
ば
い
い
、
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
被
災
者
や
遺

族
と
の
信
頼
関
係
、
人
の
絆

を
大
切
に
し
て
書
い
た
記
事

を
通
じ
て
、
被
災
地
へ
の
想

像
力
を
働
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

◇

　
２
０
１
５
年
か
ら
続
い
た

同
講
演
会
は
７
月
19
日（
金
）

が
最
終
回
。
１
４
０
回
目
は

池
本
卯
典
氏
（
昭
29
法
、
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
名
誉

学
長
、
自
治
医
科
大
学
名
誉

教
授
）
が
「
専
修
大
学
と
私

と
法
医
学
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
19
時
〜
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
５
４
１
教
室
。

震災と報道の役割

▶
第
１
回
　
　

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会
　
　
第
２
回
◀

コ
ス
タ
リ
カ
平
和
の
歩
み

映
画
監
督
が
説
く

故

矢
野
建
一
前

学
長
の
研
究
業
績
を
振
り
返
る

講
演
す
る
荒
木
名
誉
教
授

熱
弁
を
ふ
る
う
ド
レ
イ
リ
ン
グ
氏

法学部140回連続講演会


